
- 弘法さんかわら版  令和3年（2021年）６月  弘法さんの日（２１日） 第２２８号 --（弘法さんの日）知立・弘法さんかわら版　令和３年（2021年）６月１日（旧暦4/21） 第９９号（覚王山版 第２２８号）-

知立

※ 次回の「弘法さん」縁日は６月 30日 ( 水 ) です。

83・84番　聖道山常行院

85・86番　華慶山林泉寺

深称寺

碧南市大浜町を散策

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
は
梅
雨
入

り
が
早
く
、
夏
が
待
ち
遠
し
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ご
自
愛
く
だ
さ

い
。

   

昨
年
か
ら
お
伝
え
し
て
い
る
三
河
新
四
国

八
十
八
ヶ
所
霊
場
。
今
月
も
大
浜
寺
町
を
散

策
し
ま
す
。

★
千
体
地
蔵

   

八
十
一
・
八
十
二
番
か
ら
、
大
浜
を
南
北

に
貫
く
道
路
を
北
上
す
る
こ
と
約
二
百
メ
ー

ト
ル
、
途
中
、
藤
井
達
吉
現
代
美
術
館
、
九

重
味
醂
大
蔵
、
清
沢
満
之
記
念
館
を
横
目
に

進
む
と
八
十
三
番
、
聖
道
山
常
行
院
。
浄
土

宗
の
お
寺
で
す
。

   

一
五
二
六
年
創
建
で
、
開
山
は
徳
川
家
菩

提
寺
、
大
樹
寺
八
世
の
隣
誉
上
人
で
す
。

   

八
十
四
番
は
本
堂
の
北
側
に
あ
る
聖
道
殿
。

そ
の
ご
本
尊
、
日
限
地
蔵
尊
は
武
田
信
玄
の

陣
中
守
り
本
尊
の
地
蔵
大
菩
薩
。

   

一
八
六
八
年
、
当
寺
二
十
世
、
麻
生
徳
雲

和
尚
が
遠
州
応
聲
教
院
か
ら
譲
り
受
け
た
そ

う
で
す
。

   

ま
た
、
珍
し
い
土
づ
く
り
の
千
体
地
蔵
は
、

天
保
大
飢
饉
の
際
に
、
周
辺
の
住
民
か
ら
救

済
を
祈
願
し
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
す
。

   

元
松
江
代
官
所
の
山
門
、
京
都
六
角
堂
か

ら
移
さ
れ
た
沙
門
宗
連
作
の
聖
徳
太
子
像
な

ど
、
見
ど
こ
ろ
の
多
い
お
寺
で
す
。

　
　

ご
本
尊
（
八
十
三
番
）

阿
弥
陀
如
来

　
　

ご
本
尊
（
八
十
四
番
）

日
限
地
蔵
尊

　
　

ご
詠
歌　

い
つ
ま
で
も 

常
ゆ
く
寺
の 

さ
か
ゆ
る
は 

な
や
む
大
師
の

お
慈
悲
な
り
け
り

★
当
麻
寺
の
三
尊
像

   

八
十
三
・
八
十
四
番
の
約
五
十
メ
ー
ト
ル

先
、
北
隣
に
あ
る
の
が
八
十
五
番
、
華
慶
山

林
泉
寺
。
曹
洞
宗
の
お
寺
で
す
。

   

一
四
五
七
年
創
建
。
寺
宝
と
し
て
伝
わ
る

三
尊
仏
（
釈
迦
、
、
文
殊
、
普
賢
）
の
掛
け

軸
は
、
も
と
も
と
奈
良
当
麻
寺
に
あ
っ
た
七

百
五
十
年
前
の
源
慶
作
。

   

当
麻
寺
は
奈
良
県
葛
城
市
に
あ
る
名
刹
。

開
基
は
聖
徳
太
子
の
異
母
弟
麻
呂
古
王
と
伝

わ
り
ま
す
。
奈
良
時
代
末
期
、
平
安
時
代
初

期
建
立
の
二
基
の
三
重
塔
（
東
塔
、
西
塔
）

が
あ
り
、
近
世
以
前
建
立
の
東
西
両
塔
が
残

る
日
本
唯
一
の
寺
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

   

そ
の
当
麻
寺
に
あ
っ
た
源
慶
作
の
掛
け
軸
。

源
慶
は
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
前
期

の
仏
師
で
、
運
慶
の
弟
子
で
す
。

   

林
泉
寺
境
内
は
禅
寺
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ

せ
る
静
寂
が
漂
い
ま
す
。
八
十
六
番
は
山
門

を
入
っ
て
す
ぐ
の
弘
法
堂
で
す
。

　
　

ご
本
尊
（
八
十
五
番
）

聖
観
世
音

　
　

ご
本
尊
（
八
十
六
番
）
大
聖
歓
喜
天　

大
師
像

　
　

ご
詠
歌　

衣
浦
の 

海
を
は
る
か
に
見
渡
し
て

法
の
林
に 

泉
湧
く
寺

★
加
藤
菊
女
と
深
称
寺

   

結
願
の
前
に
「
大
浜
十
ヶ
寺
巡
り
」
の
残

る
ひ
と
つ
、
深
称
寺
に
も
立
ち
寄
り
ま
す
。

八
十
七
番
・
八
十
八
番
に
向
か
う
途
中
で
す
。

地
元
で
は
、
信
仰
心
の
厚
い
江
戸
時
代
の
才

女
、
加
藤
菊
女
ゆ
か
り
の
寺
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

   

菊
女
は
一
七
〇
三
年
、
尾
張
藩
士
の
娘
と

し
て
生
誕
。
当
地
の
代
官
、
加
藤
四
郎
左
衛

門
の
子
息
友
右
衛
門
に
嫁
入
り
。
上
品
な
人

柄
で
書
画
の
才
に
優
れ
た
教
養
豊
か
な
女
性

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

   

一
七
一
八
年
、
三
州
中
山
（
現
碧
南
市
伏

見
屋
）
貞
照
院
で
起
き
た
孫
市
騒
動
（
注
）

の
責
任
を
問
わ
れ
、
四
郎
左
衛
門
に
島
送
り

の
沙
汰
。
菊
女
の
夫
、
友
右
衛
門
が
高
齢
の

父
の
身
代
わ
り
と
し
て
伊
豆
大
島
に
送
ら
れ

ま
し
た
。

（
注
）
江
戸
白
木
屋
で
袈
裟
地
織
物
を

騙
し
取
っ
た
僧
が
逃
亡
の
末
、
貞
照
院

に
侵
入
。
犯
人
（
僧
）
を
捕
ら
え
よ
う

と
し
た
孫
市
（
大
浜
の
賭
場
の
親
分
）

を
中
心
と
し
た
村
人
が
駆
け
つ
け
た
役

人
を
犯
人
と
間
違
え
、
役
人
に
暴
行
し

て
い
る
間
に
犯
人
が
逃
走
。
公
儀
か
ら

こ
の
不
始
末
を
咎
め
ら
れ
、
孫
市
は
打

ち
首
、
貞
照
院
の
住
職
と
大
浜
代
官

（
加
藤
四
郎
左
衛
門
）
が
島
送
り
の
刑

に
処
せ
ら
れ
た
騒
動
。

   

菊
女
は
大
浜
の
熊
野
権
現
に
日
参
、
毎
夜

は
だ
し
で
お
百
度
参
り
、
熱
心
に
夫
の
無
事

と
放
免
を
祈
願
し
ま
し
た
。
夫
の
両
親
を
支

え
、
夫
の
留
守
を
守
り
、
写
経
に
打
ち
込
み

ま
し
た
。
そ
し
て
、
毎
日
の
よ
う
に
写
経
と

夫
へ
の
手
紙
を
竹
筒
に
納
め
て
海
に
投
じ
ま

し
た
。

   

あ
る
日
、
伊
豆
大
島
の
友
右
衛
門
が
舟
釣

り
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
竹
筒
が
漂
着
。
友
右

衛
門
が
竹
筒
を
何
度
海
に
押
し
や
っ
て
も
戻

っ
て
く
る
の
を
奇
異
に
感
じ
、
拾
い
上
げ
て

中
を
見
て
驚
愕
。
何
と
菊
女
の
手
紙
と
写
経

で
す
。

   

友
右
衛
門
が
こ
と
の
次
第
を
申
し
出
た
島

の
役
人
も
感
服
し
て
幕
府
に
上
申
。
幕
府
は

菊
女
の
殊
勝
な
行
い
に
免
じ
て
友
右
衛
門
を

赦
免
。
友
右
衛
門
は
八
年
振
り
に
大
浜
に
帰

り
ま
し
た
。

   

菊
女
は
そ
の
後
も
神
仏
の
加
護
に
感
謝
し

て
写
経
を
続
け
、
寺
々
に
納
経
。
今
も
林
泉

寺
、
妙
福
寺
、
貞
照
院
、
称
名
寺
、
宝
珠
寺

な
ど
に
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
亀

久
の
揮
毫
で
優
れ
た
書
画
の
才
も
発
揮
し
、

三
十
六
歌
仙
の
画
や
和
歌
を
近
隣
の
寺
社
に

奉
納
し
ま
し
た
。

   

菊
女
は
淑
女
、
良
民
の
鑑
と
し
て
顕
彰
さ

れ
、
大
浜
熊
野
大
神
社
の
境
内
に
碑
が
建
て

ら
れ
ま
し
た
。
菊
女
の
墓
は
宝
珠
寺
境
内
に

あ
り
ま
す
。

   

深
称
寺
に
宝
珠
寺
、
西
方
寺
、
本
伝
寺
を

加
え
た
番
外
四
ヶ
寺
に
、
観
音
寺
、
称
名
寺
、

清
浄
院
、
海
徳
寺
、
常
行
院
、
林
泉
寺
の
六

ヶ
寺
で
「
大
浜
十
ヶ
寺
巡
り
」
の
十
ヶ
寺
で

す
。

★
山
崎
弁
栄
上
人

   

来
月
は
、
三
河
新
四
国
も
い
よ
い
よ
結
願

で
す
。
八
十
八
番
、
法
城
寺
に
向
か
い
ま
す
。

   

山
崎
弁
栄
上
人
ゆ
か
り
の
お
寺
で
す
。
乞

ご
期
待
。


